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第3回IAMAP研究集会の報告“

　去る1981年8月17～28日の12日間にわたり，IAMAP（国際気…象学大気物理学連合）の第3回研究集会が

西ドイツのハンブルグで開かれた．恒例により，「天気」では出席者数人の方々にお願いして，それぞれの

専門分野のセッションのハイライト，国際的な気象界の最近の動向等について報告を書いていただいた．こ

の報告を通して，世界における気象学大気物理学の現状のr端を汲み取っていただけれぱ幸いである・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔「天気」編集委員会〕

　1．第3回IAMAP総会一般報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸保勘三郎＊＊

　第3回IAMAP総会は1981年8月17～28日，ハソブ

ルグ市のCongress　Centrumで開催された．出席者は同

伴婦人，子供を含め約700名で，その国別内訳は米国約

180名，西独約140名，英国約60名，フラソス約60名で

会議出席者の大半を占め，わが国からは18名が参加し

た．今回の会議にアジアからは中国4名，印度4名，イ

ソドネシア1名の参加しかなかったのは残念である．

　初日の午前は開会式にあてられ，ハンブルグ州議会を

代表してPro£Grolle氏，政府を代表して科学技術大臣

Stall氏の挨拶がドイッ語で行われた．但し英訳のタイ

プは事前に配布されていたので，要旨は理解できた．つ

づいてWMOを代表して事務局長のWiin－Nielsen氏

の挨拶，最後に今後のIAMAPの方針を兼ねたIAMAP

委員長Godson氏の挨拶があった．今回の開会式が今ま

での総会と違っていた点は，挨拶がひとつすむとその間

にハソブルグ州立管弦楽団の演奏が行われたことであ

る．ハイドン，モーッアルト作曲の音楽を聞いている

と，その前に行われた固苦しい挨拶もそれ程精神的圧力

とはならなカ・った．

　シンポジウムは大別して，力学，雲力学・大気境界

層，中層大気，エアロゾル，放射，雲物理，気候のテー

マで行われたが，今回の総会では新しく，“惑星大気の

起源と発展”，“ナウキャスト（Nowca面ng）”，“大気化

学における海洋，火山爆発の役割”というシンポジウム

が試みられた．“ナウキャスト”はは’じめてWMOとの

共催の形で試みられ，また“大気化学における海洋，火

　　　　　　　　　　　　　　へ山爆発の役割”のシンポジウムは会期の前半に2目間，

後半に4日間かけて行われ，多数の大気化学関係の研究

＊Report　on　the3rd　IAMAP　Scien面c　Assembly．

＊＊Kanzaburo　Gambo，東京大学理学部．
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者が参加した．

　総会の期間中は大小のエキスカーショソが毎日計画さ

れており，適当な息抜きが出来るようになっていた．ま

た恒例の行事ではあるが，ハソブルグ市長のレセブショ

ソ，ドイツ国内組織委員会主催の夕食会（有料）も行わ

れた．

　総会の最終日の午後にぼIAMAPの閉会式が行われ，

そこでは次めような決議がなされた．

　（1）IAGAの提案による地球規模での流星観測に

1AMA？としても協力を行うこと．

　（2）太陽紫外線の観測精度向上に関し，キャリブレー

ショソの改良を行うこと．

　（3ン気候システムにおける放射過程の重要さにかんが

み，一（i）WMOの観測網の整備，（ii）レーニソグラ

ードの世界データセソター（WDC）の機能強化と放射

データの磁気テープ化，（iii）GATEの放射データの利

用体制の整備などをしかるぺき機関暗要請する．

　（4）世界気候プログラムの一環として考えられてい．

る，エァロゾルと気候の問題に関し，大気混濁度の観測

精度の向上，観測地点の整備，拡充を行うこと．

　（5）現在の世界気候プログラム計画では，地球大気の

放射収支の衛星観測は、1983～1986年の期間については既

に計画されているが，少なくとも今後10年間はつづける

こと．

　（6）次期IAMAPの総会（1985年）については，ど

この国からも開催国としての正式申し出はなかった．し

かし次期総会の可能性としては，1985年にIAPSOと

IAMAPの共催で総会を開催することも考えられる．そ

の場合には大気，海洋間の物理，化学過程を通しての相

互作用に特に重点をおくことが考えられる．また一方

IAMAPの一部のcommissionではIAGA（1985年チ
ェコスロパキアで総会を開催）との共催を望んでいるこ

ともあるので，最終的決定はIAMAPの執行部に取り
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扱いをまかせる．

　以上のようなことがIAMAP総会の勧告として採択。

された．っづいて1983年のIUGG総会（ドイツ国ハソ

ブルグ市で開催）にはIAMAPとして次のような共同

シンポジウムを提案することも承認された．ここでは誤

解をさけるために英文のまま掲載させて頂くことにす

る．

　（1）Remote　sensing　fbr　c五mate　studies

　（2）0㏄an　and　the　CO2climate　program

　（3）Geophysics　of　the　polar　region

　（4）Interim　results　of　MAP

　（5）The　sea－ice　margin

　（6）Low－1atitude　coupled　oce㎝・atmosphere　circu－

lation

　（7）Natural　hazards

　（8）Management　of　earth　sciences　data

　以上であるが，最後に開会式でのべられたIAMAP

の委員長Godson氏の挨拶についてふれておきたい．

GくxLon氏は，発展途上国の研究援助を今後のIAMAP

の活動方針として重点的にとりあげていきたいと表明さ

れた．席上，IAMAPのような組織で財政上の問題をど

のようにするのかといった質問もあったが，IAMAPの

執行部ではすぐ実行に移す具体的プランがあるわけでは

なかった．方針の具体化についてはみんなで考えて欲し

いというようにみられた．GARPのような場合。特に

MONEX（モソスーソ観測実験）の場合にはシyポジウ

ムの出席旅費を発展途上国の研究者に優先的に支出して

いるが』IAMAPとしてはどうするか，今後の間題であ

ろう．

　2．力学のシンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸保勘三郎

　このシソポジウムは“大気大循環の力学π，1”の形

で行われ，前者は熱帯に関係するもの，後者はvacilla－

tionに関係するものがとりあげられた．一方，IAMAP

総会の前（8月3～7日）に英国のReadingで“大気

大循環の力学1”の形で中緯度，対流圏に関係するもの

がとりあげられており，“大気大循環の力学1，n，1”

を通してきけば実り多いものであったと思う．しかし8

月3日から7日までReadingの会に出席し，中休み後

8月17日から再びHamb皿gの会に出席することはヨー

ロッパの人を除いて不可能である．何故このような計画

がたてられたのかよくわからない．

蕊

　ともあれ大気大循環の力学に関する論文の大半は

Readi㎎で発表され，Hamburgの会は率直にいって二

番煎じの感がした．また力学関係で在米日本人が誰一人

として出席されていなかったこともあり，休憩時間には

知った人がいなくて時間をもてあました．

　というわけで，力学の報告を書くことに少しばかり抵

．抗を感ずるわけであるが，ここでは一般的な感想のみを

書いてみたい．今回は熱帯に関する大気大循環の力学と

いう題目で大気大循環の問題がとりあげられたが，熱帯

に関してはまだ未知の問題が多々ある．そのために，発

表された論文の大半は熱帯擾乱の解析を主としたもので

あった．

．短期的変動の擾乱に関してはFGGEのデータを用い

た解析，特に冬の200mb面における太平洋亜熱帯域の

ジ・呂ット流解析が多かった．長期的変動に関しては3～

4年の周期をもった南半球振動がとりあげられていた．

　日本の一研究者として感じたことは，今まで南半球で

の長期変動といった現象の話を聞く機会が少なかりたせ

いか，筆者自身の視点がいつも北半球の現象にばかり向

いていることを改めて思い出した．毎幽ロッパの人は，

昔アフリカに植民地をもっていたせいか，梅雨など日本

付近の気象現象には無関心でありても・アフリカ・印彦

洋の気象となると異常な関心を示すように思う．

　南半球振動に関連して，赤道地方との相互作用ゼ更に

は赤道地方と中緯度地域との相互作用も議論されてい

た．まだ想像もまじえた議論では勘ったが，気候変動の

間題に関連し，赤道地方，南半球と北半球との相互作用

は今後大切な間題になってくることであろう．その意味

でも南半球のデータ解析の仕事は，日本でももっととり

あげてもよいのではなかろうか．

　3．ICDMと雲力学・境界層関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅井　窩雄＊一

　5．1．気象力学委員会（ICDM）

　気象学・大気物理学各分野の現状と動向に効率的に対

処し得るよう，IAMAPの粗織を改変してはどうかとい

う検討が随分以前から行なわれてきた．しかし，現在の

組織は最善ではないが現委員会を解消することは危険で

あるとして，基本構造を大きく変えることなく現状を改

善する方途が論ぜられた．ICDMはその形成以来，そ

のカバーする分野が急速に拡大したため，その適切な対

＊Tomio　Asai，東京大学海洋研究所．

、天気”28、12．
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処に困難をきたしている．この事態を打開するために気

象力学の特定の分野を取り扱ういくつかのad－h㏄Wor・

－㎞g　GroupをICDM内に創設することとし，1977年

のSeatle　m㏄tingで，次の4グループの設置が決定さ

れた．

　A．Bomdary　L疏yer　Dynamics　and　Air－Sea　Inter一

訊ction（座長A・Blackadar，幹事P・Taylor）

　B・Cloud　Dynamics（B．Morton，浅井冨雄）

　C．Meso－Scale　Dynamics（1．Orlan面，E．M．R．us－

mussen）

　D．Medium㎝d　Large－Scale　Dynamics（G．Kur・

batk孟n，B，JHoskins）

　これらのWorking　Gfoupの任務は，それぞれの分野

における現在の重要問題を検討し，それらの間題につい

ての研究会を組織し，研究の交流を世話し，研究の促進

に有効と考えられる種々の情報の組織化（例えば進行中

の研究の短報の収集・配布，文献リスト作製など）をはか

ることである．さしあたって1981年Hamb皿g　m㏄ting

でシソポジウムを組織することが重要な任務の1つとさ

れた．

　このような背景のもとに，今回，ICDM関連シソポ

ジウムとして次のものが開催された．

　（1）Sy血posium　on　the　Boundary　ILayer　Dynamics

二and　Ai縄ea　Interaction

　（2）Symposium　　on　　血e　　Atmospheric　正k）undary

Layer　over　Complex　Terrain

　（3）Symposium　on　Cloud　Dynamics

　（4）Symposium　on　Mesoscale　Phenomena：Genesis

二and　InteraCtiOn

　（5）Symposium　on　the　Dynamics　of　the　General

Circulation　of　the　Atmosphere

　I．Emphasis　on　the　Mid－Latitutde　Troposphere

　皿．Tropical　Aspects

　皿．Vacillation

　ただし，（5）一1はIAMAP　meetingに先立って8月

3～7日，R・eadingで開催された．また，Working

Group　CはMinisymposium　on　Meso－Scale　Pheno一

．mena　and　Their　Interactionsを，1980年9月29日～10月

1日GFDLINoAA，Princetonで開いたり，Report
・on　research　in　Pmgre甥sを印刷配布したり，活発に活動

している．

　会期中に開かれたICDM　meetingでは今後の活動の

一一部として，次の研究集会の開催計画が承認された．

1981年12月
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　1983年IUGG総会（開催予定地Ham㎞し㎎）で

　（1）Low　Latitude　Coupled　Ocean・Atmosphere　Cir－

culationsについてIAPSOと共催

　（2）Preliminary　Scienti6c　Results　of　the　GARP

Alpine　Expαiment

　（3）Blocki㎎and　Atmospheric　Predictability

　（4）MAP関係の研究集会をIAGAと共催

　この他，IUGG総会以前に

　（1）Dynamical　Aspects　of　Syst¢matic　ErrOrs　in

NWP　models　and　GCMsをECMWFで開催
　（2）Atmospheric　Dispersion　of　Heavy　G乱ses　a血d

Small　ParticlesについてIUTAMと共催

　3・2・雲力学関係

　前述のWorki㎎Group　Bが組織したシソポジウムで

あり，浅い対流系と深い対流系とに関する2つのセッシ・

ヨソから成り，それぞれ観測と理論を含んでいる．取り

消しは3編で，結局20編の論文び発表された．それぞれ

の論文の要旨を述べる紙数はないし，一方全体を一括し

てとりまとめたり，ハイライトに焦点を絞るのも困難な：

ので，発表者と題名を列記しておくことにする．関心の

ある方はそれから全体の様子を推察することができるで

あろう．

　（1）浅い対流系

KJ．w㏄ton（英）：すじ状対流の観測的研究，s3akcr

（西独）：層状雲内での小規模対流に及ぼす放射の影響づ

H．Sauvageot他（仏）：層状雲中の長続きする降水セ

ル，浅井冨雄：条件付不安定大気中の積雲対流卓越モ幽

ドについて，H．N．Shirer（西独）：大気対流不安定の統

一理論へ向けて，K．A．Emanue1（米）：雲内未飽和下降

流に対する相似則，A．K．Betts（米）：対流的転倒と飽和

点，G．Sommeria他（仏）：小さな積雲において雲と

放射の相互作用を直接シミュレートする試み．

　（2）深い対流系

　丁．A．SeHga他（米）：対流系を観測するためのdi盤r－

e面al　reaectivityレーダ技術の使用，M・Curic（ユー

ゴ）：谷に沿って移動する積乱雲の発達，J・Desεens

（仏）：南西フラソスにおける非常に強い雷嵐の近くの風

の鉛直分布の特徴，YJ・Lin他（米）：二基ドツプラー

風測定に基づくトルネードの診断的研究∫C・R・ChUfch

（米）：大気渦の力学的構造と強度を支配する要素につい

ての実験的研究，R・J・Hung他（米）：ドップラー探査

から重力波に基づく対流系の検出と衛星赤外資料・ゾソ

デ資料から得た貫入雲頂，G・Held（南ア）：Jan

訂
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Smuts空港におけるhailstormとcloudburstのレ・一ダ

観測の比較，M．J．BakerとD．A．Bennetts（英）：対

流性嵐における降水一観測と数値的研究r　L．R・

HoxitとC．F．ChapPe11（米）：対流的に駆動された中

規模循環一短期予報問題における意義一，W．Y．

Sm（米）：背の高いすじ状雲の力学的安定性，J．L．

R．edelspergerとG．Sommeria（仏）：深い対流モデル

における乱流バラメタリゼーショソ，L．G．Kach皿in

他（ソ）：激しい嵐（Fleming　storm）の数値解析．

　尚，上記論文を主体に，若干の関連論文を加えた論文

集の出版が計画されつつある．

　3・3・境界層関係

　Working　Group　Aが組織したシソポジウムで，水面

上の大気境界層と起伏のある複雑な地形上の境界層とに

大別される．ともに観測的研究と理論・モデリソグから

成っている．気・水境界面を通してのガス交換も若干含

まれていたが，物質交換については』r大気化学における

海洋の役割」というシソポジウムで関連論文が多数発表

されていた．

　（1）境界層の力学と海・気相互作用

　F・Fiedler（西独）：乱流運動量輸送と乱渦の構造，

B．AlbrechtとK．Schuckman（米）：雲を上部にもつ

混合層における熱・水蒸気・放射フラックスの測定，E．C．

NickersonとM．A．Dias（米）：HAMECprqject－1980期

間中島の風下の貿易風雲底下層に見られる渦，HAMEC

砥Hawaii　Mcs㏄cale　Energy　and　Climateの略，

P・K・Taylor（英）：JAsIN－1978中緯度海洋大気境界

，層の構造，JASINはJoint　Air『Sea　Interactionとい

う国際共同研究プロジェクトの略称，B・B血mmerと

M・Wendef（西独）：下層積雲群通過前及び中の境界層

・における熱・水蒸気・運動量の鉛直輸送，D．Atlas他

（米）：衛星観測から寒気吹き出し時における海一気熱交

換量の評価，J・J・Carroll（米）：非定常無雲安定大気

境界層の実態とモデル計算との比較，P・Bougeault（仏）：

雲集団を考慮した大気境界層の数値的研究，浅井冨雄・

中村晃三：冬期東シナ海上大気境界層の数値モデリソ

グ，C．ChenとW．R．Cotton他（米）：層積雲を上部

にもつ混合層の数値シミュレーショソ，M．Coantic

（仏）：海一気エネルギー交換のパラメタリゼーショソ

についてのコメント，T・H・Guymer（英）：海面での輸

送過程，R．G．Fleagle（米）：太平洋上の低気圧域にお

ける境界層フラックス，1．Zank（西独）：海面近傍での

乱流運動エネルギーのスケール特性，BJ．WestとV．

58

Seshadri（米）：海気結合パラメー一タの変動による波の

成長モデル，L．MerHvat（仏）：気体交換に及ぼす水面

状態の影響について一風洞実験結果r　B・Jah血e

（西独）：室内実験による海気交換のパラメタリゼーショ

ン，B．KromerとW．R㏄ther（西独）：JAsIN－19マ8

とFGGE－1979期間中ラドン欠損法により測定された

海気ガス交換，H・Sievering（米）：気水面での微小粒

子交換．

　（2）複雑地形上の大気境界層

　P・J・Mason（英）：複雑な地形上の大気境界層流，

S．P．S．Arya（米）：二次元低丘陵上の境界層流と拡散の

モデル研究，E．F．BradleyとJ．J．Fimigan（西独）：

堤防上の乱流，R．E．Mickle他（加）：低丘陵上の境界

層流一Kettles　Hillの実験r　H．A．R．de　Bruin

（ネ）：水平風速の標準偏差から非均質地形上の表面スト

レスの決定，H．A．Pano蝕yとR．Rossi（米）7：風速の

鉛直外挿，L．N．GutmanとU・Radok（イス・豪）：

南極大陸上の大気境界層理論，J．Hqistrup（デ）：ラフ

ネスと熱フラックスの急変する風下の不安定条件での速

度スペクトル，L．Eymard（仏）：二基ドップラーレー

ダとドップラーソーダを用いた大気境界層における晴天

対流非均質の研究，J．Noilhan他（仏）一：複雑な地形上

の対流境界層の実験的研究，G．MastとTh・Prenosil

（西独）：ラィソ川上流渓谷における温度と風の場，A．

Poggi他（仏）：南極大陸沿岸域の氷斜面上の表層流の

力学的・熱力学的構造，H．A．Pano蝕y他（米）：複雑

な地形上のスペクトル，S・PanchevとD・Atanasov

（ブル）：大規模山岳上の大気境界層における鉛直速度と

渦度の生成，L．N．GutmanとJ・w・Melga均o（イ

ス）：僅かに傾斜した地形上の地衡風ドラッグと熱フラ

ックス則，G・Tangeman－Dlugi（西独）：起伏のある地

形上の乱流と汚染物質拡散，G．Trevino（米）：非均質

乱流の一般化されたスペクトルテソソルについて．

　以上の他，ポスターセッショソ10数編あり，取り消し

は4編であった．

4．中層大気シンポジウムとMAP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣田　勇＊

　1982年から始まる中層大気国際協同観測計画（MAP〉

を指呼の間に控えた今夏，中層大気に関するシソポジウ

ム（MiddleAtmosphere　Scienti盒c　Symposiuml　MASS）

＊Isamu　Hirota，京都大学理学部．

、天気”28．12．
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が2ツの大きな国際研究集会にまたがって開催されたの

で，まずその報告から記す．このMASSの第1部は

8月7～15日にEdinburgh（Scotland）で開かれた

IAGA（国際地球電磁気学連合）の集会中に4日間，ま

た第2部はIAMAP期間中に5日間，それぞれ開かれ，

発表論文の総数は両者合せて約150編の多きに及んだ．

　構成は両者とも力学・組成・放射の3ツを中心として

いくつかの細目のセッションから成り，各セッションの

冒頭にそのテーマのレビュー（招待講演）を置き，続い

て個々の研究発表・討論が行なわれた．この構成および

内容はまさに，過去数年間にわたるMAP計画立案の背

景，Pre－MAP　Prqjectsの成果，そしてMAP本番への・

開始状況を集約したものと言える．

　紙数の都合上ここでは個々の論文の詳細は割愛し，主

として力学に関連した中層大気研究の現状について簡単

に触れるにとどめる．成層圏中間圏の様々な風系や波動

の力学に関してはこれまで類似のテーマが数多く取り扱

われてきたように見えるが，今回のシンポジウムでは個

々の間題意識・着眼点・手法が着実に洗練され新しい展

開を示した．たとえばプラネタリー波動伝播及び突然

昇温に関して，resonance理論の拡張（J・Bates），ray

tracingを用いた3次元伝播論（D．Karoly），数値モデ

ルによる非線型波動相互作用の解釈（K・R・se），あるい

は最近のTiros－N　SSU観測値を用いた数値シミュレー

ショソ（S・Clough）や傾圧不安定理論（R・Plumb）によ

る突然昇温の新しい理解への試み，などが注目された．

　一方，これらに対応する最近の観測的研究も明らかに

質的な進展を見せている．従来の衛星観測では成層圏温

度に基づく大規模波動の水平分布の議論が中心であった

が，上述のTiros　ssuやNimbus－6LR．IR（J．Gille）

によって波動の3次元伝播に伴うEliassen－Palm　nuxの

解析がかなりの精度で可能になったことは特筆に値しよ

う．この種の研究は，MAP期間中，Nimbus－7の

HMSやSAMSのデータ解析が進めば，力学のみなら

ず種々の中層大気組成の大規模輸送の間題にも飛躍的な

進展が期待される．

　同じ意味で，様々な波長帯を利用した地上からの

remote　sensingによる中層大気運動の観測も，従来の単

発的なテスト観測の域を脱し，精度及びデータ量の両面

から力学の議論に耐え得る統計結果を出し始めている．

たとえばR・Vincent一ら（豪）による5－day，2－day

wavesの検出，J・R6ttgerら（西独）による平均風及び

潮汐波と乱流の相関の指摘，NOAAグループ（B．
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Balsleyら）やJ．Gregoryら（加）による平均南北風

の季節高度分布が平均子午面循環モデルの修正を要求し

ていること，などがその好例である．我が国のMUレ

ーダー（京大）やフラソスのISレーダー，更には計画

中のインド・台湾・赤道太平洋（NOAA）のMSTレ，一

ダーも含めて，MAPを契機とする中層大気観測国際ネ

ットワークの構成に大きな期待が寄せられる所以であ

る．

　大循環モデルの中層大気への拡張については，残念な

がら今回アメリカのGCMグループの参加が無かった

ので現状は詳らかでない．

最後に，MAPに直接関係した活動を2件報告してお
く．

　国際MAP運営委員会はIAGA・IAMAPの両期間
中に都合4回にわたる会合を開き，Pre－MAP　Pr｛ject

（PMP）とMAp　Study　Group（MSG）の報告，各国

の国内計画等を検討した上で，MAP本番の国際プロジ

ェクトとしてさし当り次の5課題を確認した．

　（1）Winter　in　Northem　Europe（略称WINE）

　（2）Global　Budget　of　Stratospheric　Trace　Consti－

tuents（GLOBUS）

　（3）Antarctic　Middle　Atm・sphere（註：提案国は日

本）

　（4）Global　Meteor　Observation　System（GLOB－

MET）
　（5）Cold　Arctic　Mesopause　Prqiect（CAMP）

　この他，エア・ゾルの全地球観測，オゾンデータの総

合解析の．2ツのPrqlectも提案され後日資料配布後決定

される予定である．

　運営委員会ではまた，8月14～15日にEdinburghで，

8月19日にHamburgで公開のMAP集会を開き，全

体の経過報告，MAP参加国の代表による各国の計画発

表（計24ヶ国，うち書面参加7ケ国）をはじめ上述の委

員会活動の報告を行なった．詳細はrMAPニュrス」

第2号を参照されたい．

5．気　　候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉野正敏＊．

今回の会議で気候関係のセッションは，大きくわけて

4つテーマがあった．その第1は，気候変動と熱帯大西

＊Masat㏄hi　Yoshino，筑波大学地球科学系．
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洋との関係，第2は最近の1000年の気候変動，第3は都

市気候・局地気候に及ぼす人間活動の影響，第4はデー

タベースと予報技術である．このうち，筆者は第1～3

について出席したので，その報告を簡単にしておきた

い．この他，力学の部門などにも広い意味で気候に関係

する報告があったが，他にゆずり省略する．

　先ず力点がどこにあったかを私なりに解釈すると次の

通りである．第1の気候変動と熱帯大西洋の問題（オー

ガナイザーはMITのフランキグナウル博士）では，熱

帯大西洋の海洋一大気の観測結果を詳しくまとめ，さら

に古い時代の水温観測結果など，時代によってそれがど

う変化してきたかを調べている点が目を引いた．太平洋

・インド洋などでは，やはり，まねのできないようなむ

かしからの観測データの積み重ねがあり，これは羨まし

かった．また，ヨーロッパの気候・天候にとって，直

接，．関連のある大西洋についての強い関心の程度をみる

ことができた．第2の最近の100（庫の気候変動では，や

はりヨー・ッパの気候変遷の並行性が中心になった．こ

のセッションのオーガナイザー（東アソグリア大学のウ

ィグレイ教授，H・H・ラム教授の後任）の意図は地球規

模で変化の並行性を検討するところにハイライトをおき

たかったとのことであるが，ヨーロッパと北アフリ’カま

での部分についてはかなりよくわかってきたものの，地

球の他の部分との並行性は未だ充分ではないことがむし

ろ目を引いた．したがって，大気大循環との関連は，

E．ライターが発表した，主成分分析による検討が特に

注目を引くのみであった．

　第3の都市気候と局地気候に及ぼす人間活動の影響

は，ケログ博士（NCAR）によって比較的よく・オーガナ

ィズされていた．あらかじめCO2の影響については，

テーマから特にのぞいて計画されていたので，発表はな

かった．都市大気の高温化，降水量の変化，霧日数の変

化，などが話題として多くの注目を浴びた．しかし，そ

の量的な物理的因果関係の分析をつき込んだ研究は少な

かった．オークの発表や討論での発言は，やはりこの方

面の第1人者の印象を人びとに与えた．また，中国の上

海市における都市気候諸要素の分布の研究は，文献上で

もまったく最初のものなので，多くの出席者が関心を示

した．

　次に，今回のIAMAPの気候の部全体の印象を述べ

る．ハンブルクの会議の前にイギリスのレディソグにお

ける大気大循環の力学関係の会，イギリスのオックスフ

ォードにおける地球の水収支の会などそれぞれ1週間の
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会合があって，多くの人は，それらの会合からIAMAP

にきた．したがって，IAMAPを半分の1週間で切りあ

げても合計で2～3週間以上に及び，参加者の疲れが目

立った．また，中には，これらの両方でまったく同じ内

容の発表をする人も居た．会議の組織体が異なり，参加

者もまたまったく同じではないのだから，それでもよい

のかも知れないが，発表者・出席者ともむだな労力を費

やしているのではないかと考えさせられた．これは，

ICSUのICCL（国際気候委員会，MITのニューウェ

ル教授が委員長，吉野は6名の委員の1人）がいずれも一

主催したものなので，なおさら筆者は強く反省させられ

・た．

　会期中の2回のICCL事務会合できまったことは，－

1983年にオーストリアのインスブルックでク噸ソ教授が

今回のオックスフォードの会合に相当する会合を組織す

る．詳しいテーマは未定である．また，1983年の

IAMAPの総会における気候関係のテー・マは，気候変動

とその原因，気候の診断と予知，地表面の改変による局

地気候の変化，などが考えられている．CO2の間題，

放射気候，海洋一大気相互作用，大循環モデルなどのテ

ーマもとりあげ，他の委員会または学会と合同でセッシ

ョソまたはシンポジウムを持つ．

　最後に，世界の動向を言えば，これらのテーマが気候

学に関する世界の今日的課題ということになろう．

　6．Me505cale　Phenomena（DM－6）およびNow一

　　㎝5thg（CP－2）の印象記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二宮涜三＊

　6．で．はしがき

　IAMAP後半の数日間，表記のセッショソDM－6お

よびCP－2の一部分に出席（年休をとって自費参加）し

たので印象を記す．基礎知識・外国語能力の乏しい筆者

の報告は断片的・不充分なものである．幸い櫃間氏（気

象庁予報）はこの両セッショソ全期間に公費出席してお

られるので，誤りがあれば，誌上で訂正してほしい．

　6．2．Mesoscale　Phenomena：Genesis　and　Interac－

　　　tion（1日間）

　ここで云うmesoscaleはOrlanski（1975，Bul1，AMS

参照）の分類によるもので，meso一α（膨中間規模），β

（剣中規模），7（錫積雲規模）を含むが，このセッショ

ソでは主としてmeso一αおよびβスケールが議論され

＊Kozo　Ninomiya，気…象庁電子計算室．

、天気”28．12．



第3回IAMAP研究集会の報告

た．このセッションのc㎝venorのQrlan講d．氏は1979

年からAd－hoc　mesoscale　worki㎎grQupを緯織され，’

関連研究者にアソケートを求め，また予備的研究集会を

開く等の準備をすすめてきた．二宮（電計）および秋山

氏（気研予報）にもアソケート（me3㏄cale　phen㎝ena

の理解に重要な研究項目は？，現在進行中の研究の内容

は？〉が送られてきて，かつ参加のさそいを受けた．

　このセッションの目的は，mes炉βおよびmeso一α

scaleの現象についての力学的理解を深めることにおか

れていた．以下，発表された論文の一部分の印象を記す、

（なお読渚の便を考えて，発表論文に密接に関連してい

る既刊諭文の年・誌名をカッコ内に記しておく）．

　最初にOgura（招待論文：総合報告）はmeso一α～β一

scale現象の理論的研究における観測（解析）事実の

重要性を，最近のSESAME（SevcreE駿vi，onme鵬ユ

Storms　and　Mesoscale　Experime玖t）の成果が現象の力

学的理解に大きく貢献していることを紹介しつつ強調さ

れた．（日曜日，個人的にお会いした時にも，小倉教授

は理論・数値実験研究に対する観測的研究の重要性を話

された．また実験の目的が設定されれぽ，積雲3次元モ

デルの1つの研究はCRAY－1の20～30時聞程度使用

するので，日本の計算機事情はもはやネックではないだ

ろうとも指摘された・）

　最近はMCC：mesoscale　conv¢ctive　c㎝P1砥また

はMCWC：m㏄oscale　convective　weather　system，例え

ばMaddQx（1980Bul1参照）の報告例が多いが，DM－

6でもChapPe11およびMcAnd｝yがそれぞれmesoα一

scaleのMCCの発達過程・構造についての現象論的解

析結果を報告した（これに対して線状分布を示すスコー

ルライン，severe　sto㎜sとの物理的差異に質間があっ

たようである）．秋山氏は，アジア亜熱帯前線帯の

MCCの発達過程と熱力学的解析を報告し，筆者は

MCCをともなうmeso一αscaJe擾乱のファィンメッシ

ュモデルによる予報実験（Ninomiyaβnd　Tatsumi，

1981JM51）の結果を報告した．

　“前線帯”に平行なmesoscale帯状構造も注目される

現象であるが，これについてはBcnnctts（Bennetts　and

Hoskins，197g　QJRMs），Emanue1（197g　JAS）がそ

れぞれ，観測的事実と，その力学的説明を行っている．

Orlanskiは，3次元モヂルでの前線（米国南東部の）の

実験結果から“ageostrophic　process　in£mnt”を議論し

ていた．彼はモデルにおける前線の定常的状態はageひ

strophic　processによって維持されており，非現実的な

1981年12月

餌亨

d歯ipation　pr㏄essによるものではないことを強調して

いたが，これはかつてorlanski　and　Ross（1977JAs〉

に対するEmanue1（1979JAS）の批評を意識しての発

言であったと思われる．また，shapiro（1981JAs参照）

は上層フロント・ジェット流のfbnt㎎ene血とsecon－

dary　circuladonを観測デーrタおよび数値実験の結果に

関してSawyer－Eliassenのfbntogenes丑sの立場から考

案した．

　Sun・Orlar曲iは熱帯の対流と海陸風との関係を
“trapeze　instability”（1973，・1976JAS）め立場から説明

し，数値モデルの結果と観測データーから期待された

instabilityに対応している擾乱を検出した．

　低気圧・前線系の降水の微細構造と降水物理について

はHobbs（1980JAs参照）の発表があった．

　地形との関係ではAlpine　Exp．の1ee　cyclogenesis，

1ee　waveの話題，メソ格子モデルによる地形性降水の

実験の報告などがあった．この他，筆者の理解しなかづ

たいくつかの報告があった．

　DM－6セッションでは新しい観測データーにもロとづく

飴ct　nndingと，その理論的考察，数値実験が相互に助

け合って研究が有効に進められていることが印象づけら

れた．このようなオーソドックスの研究が，現象の理解

への近道である．また各研究者がそれぞれ一貫した主題

を長年にわたって追求しつつ，新しい問題を切り開いて

いる点も，われわれの参考とすべきことがらである．

　昨近，日本でも観測設備・計算機などの情況は改善さ

れており，高水準の研究が可能になっている．若い研究

者がプマジェクト・オーガナイザーの役割をはたすこと

を切望する．

　6．3．Nowcasting：Mesoscale　observations　andshort－

　　　range　prediction

　セッショソは4日にわたり，部厚いproceedingが印

刷されていた．一方欠席者が多く（招待論文の欠席者も

少なくない），スケジュール変更のあったことはよろし

くない．

　ConvenOrのBrowning氏によれば“Nowcastは天候

の現状把握と1～3時間の変化の予測をさすが，この

CP－2では12時間までの予報を含める”とのことであ

る．具体的・科学的裏づけなしに，nρwca3tを拡大解

釈するのはいかがであろう．政治家的な開会の御あいさ

つであった．また“現在，数値予報がカバーできない

0～12時間予報，スモールスケ」ル予報を行うのがnow

castである”としても物理的裏づけはあるであろうか？

4，
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　これに対して，櫃間氏は次のように理解しておられ

る；「…nowcasdngはたとえば1時間ごとなど小きざみ

に更新できる性格のものなので，そのシリーズによって

問題の12時間をカバーしようとする…」．

　しかしながらそれは“予報’の頻度”の問題であって

“予報期間”を12時間にすることとは別問題である．筆

者がコメントしたのは，Convenorが“fbrecast……12

hour　ahead”とのべたことに対してである．

　48時間予報を毎日更新しつづけても，それが長期予報

でないと同様，1時間予報を毎時間更新しても，それは

12時間予報ではないだろう．

　以下sub　sessionの話題をひろう．

、Structure，evolution　and　mechanisms　of．mcsoscale

weather　systems

　Vinc¢ntのSESMSデーターの解析，Hobbsの降水微

細構造（1980JAs），zipserの対流性Mwsの記述

（zipser1981JAs，Maddox1980BulL参照），uccel・

1㎞，（1979MWR）のjet　streakとsevere　stormの関

係など．これ以外の報告は目的不鮮明で，会場ではこの

sub　sessionについてのきびしいコメソトも出た．筆者

も途中から街に出かけたほどである．

　Methods　of　interpredng，analysing　and　quaHty

contτ011ing　mesoscale　obsen俄donal　data丘om　satellite

　気象衛星IR画像（TBB定量表示）による“MOS的”

な降水強度の推定（Sco6eld）には精度について疑問視す

るコメントがあった．その他，水蒸気チャネル・データ

ーによる水蒸気分布解析（synoptic－scale？），気象衛星の

気温測定（放射データーからの気温換算）などの報告が

あった．特に目新しい内容ではないが，“予報”などと

先走らない，“実況解析の基礎手段”の報告として筆者

には好感のもてるセッションであった．

　Methods　of　interpre廿ng，analysing　and　quality

controlling　meso．scale　ground－based　observation　data

　ChisholmのRBC（Rotating　Beam　Ceilometer）に

よる雲層の自動連続観測とそのデーターによるvery－

short・range　fbrecast，Wibon・WilkによるDoPPler

radarによる観測システム，LittleによるPROFILER

（clear　air915MHz　radarおよびmicrowave　radio・

meter）を使用した高層観測など，新しい観測・監視シ

ステムとして，目的も明確で興味深い．

　Browningは，“a　total　system　apProach　to　a　wea・

ther　radar　network”の英国をカバーするradar　echo

のデジタル表示システムの紹介をし1ヒ．実況監視システ

ムとしては優れたものであるが，short－range　fbrecastシ

ステムとしての原理は必ずしも明白ではない．この種の

報告では“man・computer　interacdve”が強調されるが，

その実態はあいまいで，具体性に乏しい．

　Very－short　range．fbrecasting　by　exterpolating　me一

soscale　observations

　Doneaud。MillerおよびGarstang・Cooperは，se－

vere　stom域の地理風の解析を報告しているが，short

range　fbrecastへの応用としては具体性を欠く．Hobbs

のDOPPler　radarについての報告も実況監視システム

としてのものであり，予報手段と’しては不明確であっ

た．Aus血，Muench，立平氏その他数編の論文は衛星デ

ーター・レーダーデーターの実況解析と，キネマテカル

な外挿による短時間予報である．このような手段の予報

精度は一般論では論じられず，『擾乱の性質などによるも

のではないだろうか？

　筆者はこの日帰国したが，翌日以後の発表の要点を

pr㏄eedingからひろってみたい．

　Very－short　range　fbrecasting　using　mesoscale　nume一

㎡cal　modeb

銘

　Pielkeは，mesかscale　systemは本来，“terrain－induced

MS”（海陸風，山谷風，都市風循環，1ake　ef艶ct　storm，

山岳波etc・）と“synopdcally－fbrced　MS”に分類され

るとして，前者を対象とするmesかmodelの報告を記し

ている．“terrain－induced　MS　mode”は，比較的に研

究例が多く，DM－6のそれもこれであった．日本には両

者の区別のわからない人があるが，しっかり区別して考

えてほしい．

Baileyはnonh卿06餓dcmodel（10㎞格子で“Ham－

psteadStorms”の予報実験を行っているCarpenter

197g　qJRS参照）．

　Anthes8’4LおよびTarbell6’磁は，それぞれ静

止衛星風ベクトルなどを含むデーターを使用する　mesO

mode1のiniti31izationを議論している．いずれも完成

した研究ではないが，最も必要な基礎研究のユつであ

る．

　この他，User　requirements　and　new　systems　fbr

desseminationoflocalweatherinfb㎝ationおよび

Operationalsystemsfbrvery－short－rangefbrecastingの

subsessionがあり，後者では各国のsystemあるいは計

画の紹介がなされ，立平氏6∫畝も日本のsys¢mを紹

介されたはずである．

　全体としてはmcs㏄caleρbservationとwa¢hing

、天気”28．12．
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Systemに関しての方向づけには問題がないだろう．

Very－short－range　fbrecastがキネマテカルな外挿でどこ

までできるかは未確認であり，力学方法によるものは基

礎研究の段階である．very－short－rangeまたはmeso－

scaleの予報は今後の1つの課題である・気象業務の問題

としては，大きな戦略的構想にもとづいたPlamingが

必要で，近視眼的な技術開発はさけなければならない．，

当面の技術開発と並んで，基礎的な開発・研究の重要性

は，このsessionの話題からもくみとれるであろう．

　6・4・最後に

　このCP－2やDM－6にかぎらず海外の研究・技術開

発の層の厚さには，いつも感心させられる．日本の研究

・技術開発のあり方を，本気で反省しなければならな

い．

　7．Nowca5thg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫃間道夫＊

　このシンポジウムは4日間に及び，今回のIAMAP

集会の中でも，中間圏シンジウムに次ぐ大世帯のもので

あった．全体は①中規模気象現象の構造と盛衰，②観

測データの解釈と品質管理，③短時間予報の技術，④

実施のための体制，の4部に大別され，更に②，③，④

がそれぞれ2分される．各セッションの名と，主な論文

のリストや要約は，二宮洗三氏の報告で詳しく述ぺられ

るであろうから，ここでは重複を避け，小生なりの所感

塗主体に記すこととしたい．

　まず，このシンポジウムを組織したBrowning氏の開

会あいさつが，いま目指されている短時間予報というも

のを端的に表わしているので，その要旨を抄訳する．す

なわち，“Nowcasting”とは元来，天気の現況を詳しく

報じ，かつ“a飴whou蔦”程度の将来までの変化を予報

することだが，このシソポジウムでは，12時間先までの

予報のために，この用語を拡張して用いたい．近年，数

値予報の進歩によってrあす・あさって」の概括的な天

気予報の精度は着実に向上したが，数値予報モデルの一

部がファインメッシュと呼ばれるようになった今日でさ

え，この伝統的な方法も，目先き12時間の，ローカルで

詳しい予報のためには，充分な成果をもたらしていな

い．一方，最近の隣接諸分野（察するにレーダー・衛星

・データ伝送などを指すのだろう）での技術革新によっ

て，いま，われわれはnowca＄ting　systemsを実施に移

＊Michio　Hitsuma，気象庁予報課．
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し，かつ，それによって上記の時間帯の予報精度を向上

させうる状況になった．云々

　ここで誤解を避けるため，一言したい．つまり，小生

の理解によれば，事は単に現況を12時間先きまで延長し

て予報するというものではない．1回のnOWCastingの

実用的適用期間は“a艶w　hours”であるにしても，

nowcastingは（それを支えているデータ源からみて）

たとえば1時間ごとなど，小きざみに更新できる性格の

ものなので，そのシリ」ズによって問題の12時間をカバ

ーしようというわけである（現在の数値予報は12時間に

1度の出力）．

　最近の天気予報利用者へのアンヶ一ト調査などからみ

ても，最大の要望はr実況と目先きの予報をキメ細かく

正確に知りたい」であり，そのような現実社会に対し

て，きょう実際に天気予報を発表せねばならない立場に

ある予報者（そして，まずい予報への非難を毎日，直接

に受けとめねばならない予報者）として，このシンポジ

ウムは誠に時機を得たものと考える．．

　勿論，nowcastingは現在まだ揺藍期にあり，未解決

の課題は多いし，また，当面の技術開発と並んで長期的

視野に立った研究も必要である亡とは言を待たない．

　さて，短時間予報技術のセッショソで，地上風の発散

場が降雨セルの盛衰の予報因子たりうるとのGarstang

・Cooperの報告のあとの討論で，Browning氏が，日

本の立平氏らにょるアメダス利用の報告に言及し，“ls

Mr．．Hitsuma　here？”と，小生にコメソトを求めたが，

平素，日本語でさえシドロモドロの小生はとっさに答え

られず，頭の中で英単語を並べているうちに数秒が過

ぎ，不在とみなされてしまい，話題が別の方に移った．

そこで小生は，そのあと自分の出番になったとき，r日

本でも同様に，よい結果を得られた事例も幾つかある

が，そうでない場合も多い．そのstormの立地条件によ

って大きく左右されるものと思う」と，たどたどしく述

べた．

　思うに各地域におけるローカルな特徴（それは何も風

の発散に限らず，どんな天気現象についても言える事だ

が）を見つけ出し，これを当面の予報に利用すると共

に，将来のメソ力学モデル発展のために材料提供するこ

と，すなわちr課題の発堀作業」こそ，地方の天気予報

の現場で働く技術者の任務であろう．小生の報告（日本

の南岸沖の雲システム）なども，一その一環のつもりであ

った（能力不足の故に内容が至ってお粗末なのは恥しい

が）．

45
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　最後にひとつ強調したいことがある．このシンポジウ

ムでヨーロッパ各国の短時間予報システムの構想を眺め

ながら，日本の静止気象衛星の観測時聞間隔の間題を改

めて痛感した．周知のように，欧米の常時30分に対し，

日本は平時で3時間，台風接近時などでさえ1時間であ

り，これでは短時間予報はおろか，対流現象の実況把握

にさえ役立たないことが多い．勿論，衛星の運用システ

ムという巨大なもののことだから，そのレベルアップに

は実際面で多くの困難は伴うであろうが，関係各位のご

努力をお願いしたい．

　なお，このシンポジウムには，日本から，小生の拙報

のほか・次のとおり論文の提出または発表があった，

　植村八郎（気象庁予報課）：Meso　scale　disturbanccs

causing　a　h｛シavy　sno漁110ver　th£　coastal　area　of　the

Sea　of　Japan．

　山下　洋（前に同じ）ほか：1㎡ヒared　parameters　fα

nOwcaStmg　SeVere　ram．Stαm1S．

　立平良三（前に同じ）ほか：Combined　use　of　radar

with　mesoscale　sur爺ace　network　fbr　very。short－range

prediction　of　precipit窺tion．

　同（前に同じ）．ほか：The　lpesoscale　obsewational

network　in　Japan．

　　　　　　　　　　　　（以上，Pr㏄eeding掲載順）

　8・エアロゾル関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩坂泰信＊

　エアロゾルに関係したセッションはかなり方々にちら

ばっており，場合によっては，並行して行われたりして

いたので充分フォロー出来なかった．とりあえず筆者が

聞いた論文の印象をまとめて見たい．

　エア・ゾルに関係する論文は，次のようなシソポジウ

ムで発表されていた．

　1）The　middle　atmosphere　science

　2）The　apPlication　of　LIDAR　to　atmospheric　ra・

diationandclimate

　3）The　role　of　the　volca通c　emissions　in　atmos－

pheric　chen唾s甘y

　4）The　role　of　the　㏄eans　in　atmospheric　che－

mistry

　5）Climate　variations　of　the　pa8t1000years

はじめのシンポジウムは，エアロゾル関係の研究が（他

＊Yasunobu　Iwasaka，名古屋大学水圏科学研究所．
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の分野も同じとは思うが），MAPへむけて本格化しば

じめていることを感じさせた．Satelliteを用いたエアロ

ゾルや03の観測結果は圧観であった．あいかわらず董

直方向の分解能は悪いものの，中・低緯度はよくカパー

出来ており，1979年のスフリエル火山によると思われる

エアロゾルの濃度の高い部分等よく出されていた1観測

関係では，Amold等の質量分析器のデー・タが紹介され

たのが目をひいた．この分野では断然他をリードしてお

り，イオンのうちでもきわめて分子量の大ぎいもの

（Massが80AMV程度）については，はっぎりとエア

・ゾルとの関係を，Nucleationに目をつけて主張して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた．彼等の言葉によれば，precondensation　nucleiと

いうのだそうだが，従来イオンの問題はエアロゾルペの

付着という視点であつかわれたものがほとんどであり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
核としてのあつかいは，なんとなく軽んじられていた

のは確実である．他には，大気温度とエアロゾルの関係

（Hamillのグループ），H2SO4の測定（Amoldのグル

ープ，これはすでにGeophys．Res．Letterに出ていた

ものと同じ），Solarradiationとエアロゾルのgrowや

evaporationの関係（Yue　and　Deepak，これまでは大気

温度との関係のみがあっかわれていた）を議論したもの

等が目についた．

　2番目のシソポジウムは，放射関係の4つのジンポジ

ウムのひとつである．ここは日本から筆者ゐ他にも，九

州大学・理の広野，九州大学・工の内野による発表があ

った．アメリカ，フラソス，1ソヴィエト，西ドイツ，日

本のレーザ大国のオソパレードという感じなのだが，

ひとつ気がかりなのは，アメリカや西ドイッでは，気

球，航空機，船舶にレーザレーダを搭載して観測を行う’

時代にすでに入っているということである．観測の経験

をもつ人間ならだれしも，実験室で使用される装置と移

動するプラットフォーム上で使用される装置とセは，ど

だいシステムデザインする段階から異なる発想を要求さ

れることを知っている．これを知っていればこそ，同じ

ライダーといいながらも彼らとの間の観測に対する企画

能力の差の大きさに寒気を感じる．ここでは，1970年中

頃からの長期にわたるデータの解析結果，（西ドイッの

Reiterのグループ，Iwasaka，アメリカのRussell），セ

ソトヘレソズ関係（Kcnt，Hir㎝o，Swissler），雲の偏光

特性を議論したもの（Platt，ThQmaβ鋤d　Holland，

Zuev8’畝），気体成分や大気温度めモニタリングを試

みたもの（Zuev8」砿，Heaps，Weitkamp6’磁，！Renaut

8砲」．，Megie6∫紘，Chanin8‘α乙）が目についた．こ

、天気び28．12．
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のうちでHeapsのものはバルーンに搭載，Weitkamp

のものは船に搭載したライダーである．ミー散乱以外の

原理，例えば，差分吸収，ラマン散乱等を応用したもの

も続々とよい結果を出している．とりわけ差分吸収法を

利用して水蒸気の濃度分布を15km高度まで測定した

ソ連のZuev等の観測にはおどろかされた．個人的なこ

とになるが，この席上で，“火山によって成層圏で急増

したエアロゾルがどのようにdecayするか”について

どのような結着がつけられるか関心があった．Fuego火

山の時のケースでは，アメリカのいくつかのグループは

decay　time　scaleを1年たらず，一方筆者は約2年を今

まで主張してきた．彼らは単純decay型，小生は2段

階decay型（火山灰の沈降とその後のSO2がエア・ゾ

ル化して沈降）ということであった．結局，筆者が考え

ているイメージを，他のダループも最近ではもつように

なっていることがわかりひと安心した．

　3・4番のセッ，ションで臨　艶表者のほとんどが化学

屋さんであることにまず驚いた．セソトヘレンズ関係の

ものがきわめて多く，ガスの分析，NO，SO2，H2S，

CS2，0CS，CO2やエアロゾルの採集に関するレポート

（Penkett6云α」．，Nguye組．8∫αム，Huebert8∫αム，Bandy

6知1．，Meixner8知ちHobbs6知1．，Schne116知1．，他た

くさん）が多く出たなかでは，MeixnerグループのSO2

の測定結果（すでにGoophys，Res・Letterに発表）は，

筆者も増沢，小林両看（名大・水研）と彼らの測定法を

学習中で，つい最近なかなかいい結果が出たばかりだっ

たので，大いに興味がもてたが，我々の方がはるかにシ

ビアーな分析を行っている点でこれも大いに安心した．

航空機がいたる所で用いられていたことは印象に強く残

った．

　5では，積雪，氷のコアー解析で，コアー中に含まれ

るエア・ゾル濃度変化が気候と関係して議論されている

ものが目立った．いずれも，雪氷関係者，気象関係者，

化学屋さん等の大きいグループで仕事をうまくやってい

るのにはいつもながら感心する．

　余談だが，ソヴィエトのZuevが4人のLidar関係

の若者をつれて来ており，このような会議ではめずらし

いように思った．彼らは，私に負けず劣らずひどい英語

なのだが，だれかれとなく人をっかまえ，とり囲み，質

問攻めにしている．私、もされたのだが，姿はよかった．

＊Tsutomu　Taとashima，気象研究所衛星研究部．
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　9．海洋における放射伝遣と．リモートセンシンゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高島　勉＊

　放射関係は，今回は特にテーマが海洋における放射伝

達とリモートセソシソグによる海洋特性探索という事

で，コ、ンビナ｝は、ドイツのRaschke教授であった．8

月25，26日の2目間にわたって行われ，このセッショγ

への参加者は約100名，発表予定論文は54であったがそ

のうち欠席者もあったので実際は40程度であった．従っ

て時間的にはややゆったりしていたが，反面静かな学会

であった様に思う．テーマは4つに分かれており，（1）

海水の光学的特性，（2），海洋における放射伝達の理論，

（3）可視域における海洋特性のリモートセンシング，

（4）海面における放射収支およびポスター展示であっ

た．解析に使用された衛星データは，主としてニンバス7

号のCZCS（CQas噸al　Zone　ColorScanner）とNQAA

－6号のAVHRR（Advanced　Very　High　Reso｝ut沁n

Radiometer）である．

　先ず理論では，可視域で大気（エーロゾルを含む〉

一海面（表面状態）一海水（グβロフィル，ハイドルゾ

ール，黄色物質）でのモデルを確立し，放射伝達の計算

を行い，それらのパラメー・タの特性を把握する事であ

る．正確な計算はPlass8‘砿（TexasA＆M大学ン

がマトリックス法で行い，海面の反射率の理論は上野教

授（金沢工業大学）によって示された．また大気補正の

アルゴリズムも論じられた（Metzlg　and　Raschke，“Co－

10gne大学）．

　Washingt㎝大学のKatsarosは，航空機によって海面

状態のalbedoにおよぼす効果を雲のある時と晴れた日

にいろいろな太陽角で行い，0・53～0・70μmでは雲の影

響が大きいという結果を求めた．またCarrol（Caユi－

fbmia大学）は，雪面の吸収特性を，表面が一次元サイ

ンカーブで表わされていると仮定して説明しようと試．み

た．

　NOAA一衛星関係では，Chahine（JPL）は海面と大

気との潜熱交換解明のため海面温度，湿度，風速を

HIRSぞのデータから求めた．もし海面温度測定精度が

2。Kであれば，これらのパラメータの精度は、20％くら

いになるという事であったが欠席のためくわしくは不明

であった．衛星による海面温度の測定は，ユーザーの要

求によると0・5。Kの精度である・今回の論文の特徴ぽ大

気影響の補正法，NOAA－6号第3チャソネル（3・7μm〉

の昼間のデータの利用である．高島，高山（気象研）は

3・7μmの昼間のデータでSunglintの反射光の強度か
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ら先ず大気の光学的厚さを求めて，大気の影響を推定

し，海面温度を求めた．McClain（NOAA）も夜のデー

タにとどまらず，昼間も太陽の高度が低い場合，太陽反

射光の影響は小さいので，両方のケースについて，3．7

μmと11μmのデータから補正しようと試みた．さら

にNOAA－7のデ。タ（3．7μm，11μm，12μm）を使

った解析が聞けると思ったが欠席のため不可となった．

Zarody〆磁（R、utherfbrd　and　ApPleton　Lab）は赤外

窓領域を使って同じ場所を連続測定して大気の影響を除

去しようと試みたが，色々と問題点を含んでいる様子で

あった．Bolle　and　Stoesse1（Inmbruck大学）はモデル

大気を使いMeteosatとTirosのデータから補正し，

』Phulpin（フランス気象衛星センター）はAVHRR（可

視，3・7μm，11μm）およびHIRS－2を使って大気補

正を行う論文であるが欠席のため不可となった．

　CZCS’に関する論文は多かったが，その結論として

CZCSに関するパネルディスカッションが開かれ，約25

名が参加して約2時間半にわたって討論した．出席者は

海洋関係の人達が主であったが，放射関係ではソ連の

Avasteや東ドイツのSpankuchの顔が見えた．内容は

①CZCSの性能，目的，②データ処理，③データ利

用，解析，④問題点，⑤将来型セソサーについてであ

る．データ利用に関してはカリフォルニア大学のスクリ

プト研究所でクロロフィル分布図作成で成果を上げてい

るが，大気補正に関しては，多重散乱の問題を深く考慮

していない様子である．CZCSを利用した大気に関す

る情報抽出，大気補正の問題は引続き1982年5月カナダ

のオッタワで開かれるCOSPARで討論される予定であ

る．ク・・フィル，黄色物質等の世界分布図は1983年く

らいまでに少くとも1シーズンに1つくらい求めたい所

だが，Nimbus－7号がそれまで持ち耐えてくれるかが問

題である．次に打ち上げられる予定の改良型CZCS放

射計については，NASAのHo幡氏によると，光学系

を改良したり，4チャンネルを追加する事は費用の点で

むずかしく，おそらく第5，6チャンネルの波長帯を

0・865μm，0・765μmに変えるのみという計画だそうだ・

しかし最適波長帯選択に関しては充分検討されておら

ず，既存のデータ利用がまだ充分ではないという印象を

受けた．

　最後に学会全体としてソ連の若い人達が活発に参加し

ていた反面，米国からの欠席者が目立った事が印象に残

った．

＊Norihiko　Fukuta，ユタ大学．
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　10．国際凝縮・氷晶核シンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福田矩彦＊

　第10回国際凝縮・氷晶核シソポジウムは，第3回

IAMAP総会の一部としてHamburgで1981年8月26日

から28日まで行なわれた．これは前回のGalway（Ire－

land，1977年9月），前々回のLeningrad（Soviet　Union，

1973年9月）の会議に引き継ぐもので，会議の責任者は

FrankfUrt大学のGeorgie教授であった．尚，次回は既

にHmgaryで1984年か85年に行なわれることが発表

されている．今回のシソポジウムは以前の会議に較べ，

計画の上でも参加人員の上でも低調であった．日本から

は気象研の田中，名大水圏研の石坂，米国から日系とし

てアラスカ大の大竹とユタ大の筆者が参加したが，過去

ずっと出席されていた礒野謙治教授の顔がみられなかっ

た．この会の報告は，以前打合せが悪く，よく本誌で報

告されなかったので，今回は会の終りに相談して筆者が

受け持つことになった次第である．しかし筆者自身旅行

社の手違いで参加が1日おくれてしまい，最初の14報告

ほど聞き損なったので，アブストラクトと照らし合せて

紹介する．

　2日半の会議の日程中に，6セッションが組み込まれ

ポスターセッショソが平行して行なわれた．セッショソ

1はエアロソルの，雲の要素と降水に対する影響と題

し，その雲の反射率との関係，硫酸塩粒子のヨー・ッパ

での降水に対する影響，海塩核の内陸輸送と暖かい積雲

からの降水，その物理・化学的性質と雲・霧の発生，自

然氷晶核と雪の発生問題等が発表された．セッション豆

は雲核とその生成前の気体の問題を取り扱い，雲中での

硫酸塩の生成，光化学的に発生した硫酸塩雲核，SO2の

酸化，海塩核の発泡発生に対する界面活性剤の影響，北

極圏での雲核源等が含まれた．セッション皿，無機氷晶

核，極微エア・ソル及びニュークリエーションの機構，

はエアロソルを規制するファクターの問題，いささか疑

わしい光電子発生を利用した粒子化学組成の判定法，

AgとNaC1の極微粒子上での水蒸気凝縮を調べたもの

を除いて氷晶核の論文で占められた．内容は氷晶核の活

性点としての電子のドナーとアクセプターの組合せが重

要，水分子のAgI面上での挙動のモンテカルロ法によ

る検討，氷晶核の測定をその作用機構の違いに基づいて

再検討する必要（福田），水溶性成分除去による火山灰

の活性化（田中），火力発電所の飛灰の氷晶核作用，

、天気”28．12．
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AgIの光化学的活性化と粒経の影響，効率の良さそうに

思われない気体力学的方法で分離し，氷晶核の粒経効果

を調べたもの，氷晶核活性度の過飽和度依存性をフィル

ター上のサンプルについて調ぺたもの（素地影響存在）

等が報告された．

　2日目はセッションW，有機（生物起源の）氷晶核，

で始まり討論は発表後まとめて行なわれた．Pseudomo－

msSyringae他1，2のパクテリアが凍結核としてよく

効くという報告が今回も生物関係の研究者によって発表

された．これは霜害の発生に関して重要とみられるが，

研究は注意深くなされたとは思えない．非常に高濃度の

パクテリア液を大量に使った結果で，その大気氷晶核源

としての解釈に誇張が目立った．この問題はpolywater

（一時話題になった特殊の水）と同じ運命をたどりそう

である．尚，胞子の方がよく効くという報告もあった・セ

ッショソVは測定法についての論文が集められていて，

1980年の国際凝縮核カウンターワークショップの結果

の報告，マイクロカバーグラス上へ凝縮核を取り，化学

成分と活性度を決る方法（大竹），吸湿性粒子のついた

鏡面を熱して過飽和の水蒸気との平衡点をフィードパッ
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クで探し，その電流の読みから過飽和度を知る方法を使

って霧中での過飽和度を測定し，その値が意外と高いの

と又飽和以下の状態もよく存在することを報告したもの

等があった．セッショソVIはエアロソルと雲核の測定結

果と題し，海洋性エアロソルの総合報告，雲核を0・15％

の過飽和度の下で飛行中に調べたもの，ハワイやキュー

バでの測定結果，水でなくアルコールを使って北極圏の

エアロソルを砕氷船上で測定したもの，日本上空へ到達

する黄砂の詳細を調べたもの（石坂）等で，2日目の午

後から3日目の午前にわたって発表された．尚，ポスタ

ーセッションの一般討論はなかった．この会議はドイツ

で行なわれたせいもあって，測定に関する論文が多かっ

たが，その測定が何の目的でなされ，大気中の現象，殊

に雲過程と如何に結びつくかという点に十分の注意が払

われていなかった．雲核・氷晶核を気団の一種のトレー

サーと考えて測定することも出来るが，雲過程への貢献

という点でその重要性が認められている事を考えると，

その点をもっ『とはっきりするヒとが今後め重要課題の1

っと思われる．
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